





































































































"奎首菫場の言尋          1∵3■i等Ⅲ書霧綸青曇
拐i“えり、鋼 r饉繊が,とる
蹴   (l●7年)により.1■裏書の銀 島誌T
























































































2007 2008 2009 2010 2011 2012
回答数 14 12 13 33 25 24
古典芸能を見たことがある 9 7 22 15 19
自国 (劇場) 5 1 1 4
(授業) 1 0 0 3 5 4
(テレビ・インターネット) 4 4 5 9 9 7
日本 (劇場) 4 5 3

































象として、実際の舞台を見学 (鑑賞)する機会を設けている (2010年度秋学期から)。 ただし、
本センターの年間行事として行われる芸能鑑賞会に含まれる文楽と歌舞伎については、そちら
に参加してもらうこととし、授業で行う学外見学は、能・狂言などの公演を選んでいる。これ
までに訪れたことがある舞台は、山本能楽堂、大槻能楽堂、先斗町歌舞練場、弥栄会館などで
ある。山本能楽堂の場合、大阪ナイ トカルチャー事業の「上方伝統芸能ナイ ト」に参加するこ
とが多く、二時間ほどの間に、能舞台の上で、能・狂言、落語といった芸能だけでなく、授業
の中では扱うことのできない講談や浪曲、上方舞、女道楽、お茶屋遊びなども鑑賞 (体験)で
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きる。期末のレポー トに、そうした学外見学での芸能を取 り上げる学生もいる。芸能は何より
もその実際の舞台を見ることによって、全体としての雰囲気、おもしろさなども感じられるも
のであるので、大切にしてゆきたい機会である。
スクリプトの提供
実際に授業を進めて行 く中で、鑑賞する映像のスクリプトがほしいとの意見が出されること
がある。しかし、これに対しては今のところ、応じていない。
能・狂言、文楽、歌舞伎、いずれも舞台上の言葉は古典語であり、それを文字として提供し
ても理解は困難であろうし、現代語訳では分量が増える上に映像音声とは異なるものとなって
しまう。また文字がある場合、そちらに気を取られて映像 (舞台)そのものを見ることがおろ
そかになるかもしれない。そうした理由から、スクリプトの提供は行っていない。使用するDVD
に字幕が付いている場合には現代語訳版を示すようにしているが、実態として、10～15分程度
の映像を見る前に、その内容を説明して該当場面を見せる方法が有効であるように思われる。
以上、ここでは「古典芸能鑑賞入門」授業の実施方法を報告するにとどめ、より効果的な教
育方法の模索については機会を改めて考えてみたい。
(しばた よしなり 本センター准教授)
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